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　ギフチョウ・ヒメギフチョ
ウは、春になるとカタクリの
蜜を求めて美しい羽を輝か
せて飛び交うところから「春
の女神」とよばれています。
　外様地区の黒岩山は、ギ
フチョウとヒメギフチョウの
２種類の混棲が確認されて
いる希少な場所です。ギフ
チョウ・ヒメギフチョウの棲
息は飯山の豊かな自然環境
を象徴し、市の蝶となって
います。また、小中学校の
校章にもなりました。

「春の女神」ギフチョウ・
ヒメギフチョウ

水梨子沢カタクリ鑑賞会
　（勘介山古墳学習会）

◆日　　時　5月25日（土）１3：3０～１4：３０
◆場　　所　飯山市公民館　２階講堂（入場無料）
◆講　　師　山田　真美氏（作家、明治学院大学特命教授）
◆対象学年　小学校５，６年生と親子のみなさん（原則、親子で参加して下さい）
◆募集人数　先着30組60名
◆内　　容　オーストラリアやインドなど、いろんな国で生活をされた山田真美先
　　　　　　 生が、インドの算数を楽しく、英語を交えて教えて下さいます。
◆持 ち 物　筆記用具
〈お問い合せ先〉飯山市公民館（☎62-3342）

飯山雪国大学・公開講座　“ 英語文化にふれる ” セミナー　
「３歳までに英語の種をまきなさい」の著者・山田真美（やまだ・まみ）先生に
インドの算数を英語でまなぼう・・・

～親子で英語を楽しもう～
・・・算数を英語で！？・・・英語文化にふれる！
インドでは子どもの時から、算数を英語でならうんだって！
日本ではまず、1から10 まで数えるけど、インドでは 12 まで数えるらしい・・・
日本では、かけ算は、ヒトケタの九九だけど、フタケタの「九九」を習うらしい・・・
インドは０（ゼロ）を発見した数学大国なんだって！

飯山雪国大学・公開講座　
信越自然郷　地域おこし・講演会

「集客」と「おもてなし」で飯山地域を成功に導く
ー「インターネット活用による集客」と「お客様のおもてなし」について学ぶー

日　時
　4月 27日（土）13：30～ 15：00
　　　　　　　　　　　　　（受付13：00～）　
場　所
　飯山市公民館　2階講堂（入場無料）

　新幹線飯山駅開業を控え、お客様に飯山を訪れてもらうにはどうすればい
いのか。「おもてなし」が大切だといわれる時代に、「飯山らしいおもてなし」
をするにはどうすればいいのか。2人の講師を迎え、集客とおもてなしにつ
いて、これからの飯山を考えます。
講　義１

「インターネット時代の集客とは」
鳥海政洋氏（ソフトバンク・テレコム　IT 広告推進部勤務）
講　義２

「ディズニーランドのおもてなし」とは
安東恭二氏

（株式会社　ReM 代表取締役　元東京ディズニーランド運営部勤務）

主　催　飯山市公民館
共　催　飯山商工会議所・みゆき野青年会議所・JA 北信州みゆき及び同青年部・
　　 　  北信州いいやま戸狩温泉 未来塾・信州いいやま観光局
後　援　信越９市町村広域観光連携会議

ギフチョウ



ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
記
者
に

な
っ
て
作
成
し
た
児
童
た
ち
の
新

聞
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
は
い
て

　
　
春
を
探
し
に
い
こ
う
！

　
「
根
あ
け
」
と
い
う
言
葉
を
ご

存
知
で
す
か
？
樹
木
の
周
り
か
ら

雪
が
融
け
は
じ
め
る
こ
と
を
指
し

た
言
葉
で
す
。
そ
ん
な
「
い
い
や

ま
の
春
」
を
探
し
に
、
３
月
25
日

㈯
親
子
５
組
を
含
む
総
勢
14
名
の

参
加
者
で
斑
尾
高
原
へ
行
っ
て
来

ま
し
た
。
ガ
イ
ド
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
約
４
時
間
、
飯
山
の
す
ば

ら
し
い
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
雪
混
じ
り
の
あ
い
に
く

の
天
気
で
し
た
が
、
参
加
者
は
元

気
い
っ
ぱ
い
。
昼
食
の
あ
と
の
「
尻
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手
す
き
和
紙
を
作
る
の
は
、
今
回

が
二
度
目
で
し
た
。
卒
業
証
書
作
り

で
一
回
体
験
し
て
い
る
の
で
、
手
順

が
わ
か
っ
て
い
て
、
う
ま
く
で
き
ま

し
た
。
阿
部
さ
ん
に
も
や
さ
し
く
、

楽
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
今
年
、
総
合
の
時
間

に
「
新
幹
線
を
中
心
に
し
た
ま
ち
づ

く
り
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
学
習
を
し

ま
し
た
。
な
の
で
、
新
し
く
で
き
る

新
幹
線
の
駅
に
、
一
生
残
る
物
を
作

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
し
、
小
学
校
生
活
の
最

後
に
い
い
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
に
見
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
ま
た
、
下
級
生

に
は
新
幹
線
の
学
習
を
続
け
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

岡
山
小
学
校
代
表
（
六
年
）

　
　
　
　
　
　
小
田
切　

優
美

　
　
　
　
　
　
小
林　

海
渡

　
　
　
　
　
　
田
中　

鈴
乃

 

新
幹
線
飯
山
駅
の
壁
面
に
手
す
き
和
紙
で

　
　
　
　
　
モ
チ
ー
フ
を
つ
く
ろ
う
（
開
催
報
告
）

　

３
月
23
日
㈯
瑞
穂
の
阿
部
製

紙
で
、
市
内
８
小
学
校
の
代
表
23

名
に
よ
り
、
新
幹
線
飯
山
駅
を
彩

る
モ
チ
ー
フ
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
一
人
ず
つ
順
番
に
、
講
師
の
阿

部
理
事
長
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な

が
ら
、
す
い
て
い
き
ま
し
た
。

　

す
き
あ
が
っ
た
ば
か
り
の
純
白

の
内
山
和
紙
は
、
飯
山
の
澄
ん
だ

冬
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
出
来
栄

え
で
し
た
。

　

完
成
し
た
作
品
は
、
新
幹
線
飯

山
駅
の
駅
舎
の
１
階
部
分
に
設
置

さ
れ
、
訪
れ
る
観
光
客
を
お
出
迎

え
し
ま
す
。　

今しかない大切なとき
子どもと一緒に思いっきり楽しみませんか？

1枚 1枚に思いをこめて漉きました。

春
休
み
体
験
教
室
開
催
し
ま
し
た
。（
開
催
報
告
）説明を聞きながら真剣にメモを取る記者たち

　
３
月
中
旬
か
ら
順
次
開
催
し
ま

し
た
「
春
休
み
体
験
教
室
」
全
７

教
室
に
大
勢
の
小
学
生
に
参
加
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

ど
う
や
っ
て
で
き
る
の
？

　
　
　
新
聞
っ
て
お
も
し
ろ
い

　
３
月
21
日
㈭
雪
が
ち
ら
つ
く

中
、
バ
ス
で
長
野
市
に
あ
る
信
濃

毎
日
新
聞
長
野
本
社
へ
向
か
い
ま

し
た
。
説
明
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
あ

と
、
職
員
の
方
に
案
内
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
ど
う
や
っ
た
ら
新
聞

が
で
き
る
の
か
の
説
明
を
受
け
、

参
加
し
た
児
童
は
真
剣
に
メ
モ
を

取
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
長
野

市
内
で
３
番
目
に
高
い
本
社
ビ
ル

の
11
階
か
ら
の
景
色
に
歓
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
か
ら
は
「
昔
の

新
聞
の
伝
達
の
方
法
が
、
鳩
だ
っ

た
と
知
っ
て
驚
い
た
。」「
昔
か
ら

の
新
聞
の
変
化
が
よ
く
わ
か
っ
て

面
白
か
っ
た
。」「
た
く
さ
ん
記
者

が
い
て
新
聞
を
作
っ
て
い
て
す
ご

か
っ
た
。」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　

当
日
作
成
し
た
新
聞
は
４
月
16

日
㈫
か
ら
５
月
６
日
㈪
ま
で
、
飯

山
市
公
民
館
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

滑
り
」
で
は
、
ほ
ぼ
直
角
の
斜
面

を
お
尻
で
滑
り
降
り
て
は
、
何
度

も
登
り
ま
し
た
。

　

途
中
、
希の

ぞ
み
こ

望
湖
の
上
を
み
ん
な

で
歩
き
ま
し
た
。「
ミ
シ
ッ
」
と
い

う
音
に
驚
き
「
氷
が
割
れ
る
か
と

思
っ
た
。」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
樹
齢
２
５
０
年
の
ブ
ナ
の

樹
木
を
見
た
り
、
水
た
ま
り
の
中

を
泳
ぐ
鯉
や
、
小
川
の
中
で
芽
を

出
し
た
水
中
花
の
水み

ず
ば
し
ょ
う

芭
蕉
、
湿
原

に
咲
く
立り

ゅ
う
き
ん
か

金
花
、
熊
が
好
ん
で
食

べ
る
朴ほ

お
の
き

の
木
の
実
な
ど
を
見
ま
し

た
。最
後
は
み
ん
な
で「
が
ん
ば
れ
、

が
ん
ば
れ
」
と
励
ま
し
あ
い
な
が

ら
全
員
無
事
、
歩
き
き
り
ま
し
た
。

「
疲
れ
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
。」

　

皆
さ
ん
も
身
近
な
春
を
探
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

ここは希望湖の湖面の上！！

秋と言えば運動会！
子育てサークルのお友達と仲間になろう！
ハイハイやヨチヨチにぴったりの屋内運動会だよ♪

２

１

５月１６日(木)　13:30 ～ 16:00

６月７日(金)　8:30 ～ 17:00

７月２５日(木)　13:00 ～ 16:00

８月２２日(木)　13:30 ～ 15:00

９月１９日(木)　９:30 ～ 17:00

リンパの流れを促進し、むくみ・たるみを改善しましょう

懐かしの宿場町を見学し、木曽漆塗を体験しよう

飯山の伝統工芸「彫金」を学ぼう

リラックスすることで心身の疲れを癒しましょう

飯山の文化財を見学し、クイズ形式で楽しく学ぼう

１０月１０日(木)　９:30 ～ 17:00

家計の無駄を省いて賢く使い、豊かな人生を送りましょう

第１回  

第２回  

第３回  

第４回  

第５回  

第６回  

◆募集期間：４月２３日 ( 火 ) ～５月７日 ( 火 )
◆対 象 者：飯山市内在住 または 在勤の方
◆定　  員：40 名（定員になりしだい締切）
◆受 講 料：1,000 円
　　　　　　　（第 2･3･5 回は別途参加費を徴収します）
＜申込先＞
　飯山市公民館
　62 - 3342

○参加費：１家族２００円程度（第 1回は無料）
○申込締切：平成２５年５月２４日（金）
○講　師：藤沢八代恵 先生
○申込先：子育て支援センターたんぽぽ (62-5091）
　　　　  飯山市公民館 (62-3342)　　　　  

４

お正月には早いけど、一足お先にお餅つき♪
つきたてのお餅は … すっごく美味しいよ！
　　　　　お楽しみ会もあるからね♪　

○対象者：保育園・幼稚園入園前の幼児とご家族さま
○会　場：飯山市公民館
○時　間：午前 9 時 30 分～ 11時ころ
○定　員：２０組

もうすぐ飯山に新幹線がやってくるよ！
駅の近くまでおさんぽに行ってみよう♪

３

暑い夏！　木陰のプールで遊ぼう！
流しそうめんは … 何が流れてくるかな？
　　　　ふふっ！　楽しみだね♪



飯山市と共に半世紀

　4月28日（日）午前10時より行います。飯
駒入口駐車場へ、ご集合ください。多くの市民の
方とカタクリの群生や山野草を見て、地元の自然
と宝物を学習し、地域の再発見に繋げましょう。
コース途中、上の堤から見下ろす飯山方面は絶
景です。親子でも参加大歓迎です。

※参加申し込み先
秋津公民館（☎６２－２３３０）または飯山市
公民館（☎６２－
３３４２）までお問い
合せください。

◎参加申込締切日は
４月２５日（木）です。
皆さんの参加をお待
ちしております。
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新幹線飯山駅開業前イベント

ふるさと館ご利用案内
Ｑふるさと館には何があるの？
　1 階の展示室には、飯山の自然の写真やお祭りの写
真パネル、市内の遺跡出土の土器や石器、飯山城下町
のパノラマ模型などがあります。2 階には、市民のみ
な様から寄贈いただいた昔のいろいろな道具が 400 点
以上展示されています。
Ｑ企画展もやってるの？
　飯山の歴史や文化、自然に関することからテーマを
決めて、年に数回、企画展をおこなっています。「ぜひ
企画展で取り上げてもらいたいこと」「紹介したいこと」
などありましたら、市民の皆さんからも声をお寄せい
ただければうれしいです。
Ｑ他には？
　郷土資料を多数そろえた学習室があります。郷土に
関する古文書類や書籍などの資料を閲覧できます。コ
ピーサービス（有料）も行っています。調べものなど
もご相談ください。
Ｑ展示は見るだけ？
　１階に設置の標本箱を開いてみたり、引き出しのワ
ークシートにチャレンジしたり、また、２階の「はた
おり」や「糸車」「足踏みオルガン」などの昔の道具は
見るだけでなく、実際に触って動かしてみることがで
きます。写真撮影もＯＫです。
　市内の小中学生はいつでも無料で入館できますので
社会科や地域の学習にもぜひご活用ください。

飯山市公民館＆秋津公民館　共催事業

4月28日（日）午前10時より行います。飯

春を感じに参加してみませんか？

ふるさと館企画展開催のお知らせ
『 ～シリーズ いいやま風土記～　みずほの郷 』
豊かな文化と歴史、人と自然。たくさんの文化財の宝庫いいやま。
そんな飯山の魅力を市内10地区からひとつずつ紹介してゆく『シリーズいいやま風土記』
第1弾の今年は瑞穂地区を取り上げます。
豊かな水のふるさと『みずほ』の歴史と文化財を、たくさんの写真やパネルで紹介します。
また、神戸の大イチョウを題材とした話題の絵本「まんげつのやくそく」の原画も展示します。
魅力あふれる「みずほの郷」企画展へぜひ足をお運びください。
期　間　　平成２５年４月２３日（火）～７月７日（日）　休館日　毎週月曜日（祝祭日の場合は翌日）
場　所　　飯山市ふるさと館　企画展示室
開館時間　午前9時から午後６時（入館は午後5時30分まで）
入館料　　大人２００円　子ども１００円（市内小中学生の入場は無料）

関連企画　
「改修を終えた小菅神社奥社へのぼろう！」
開催日時　6月1日（土）午前9時～12時30分（小雨決行・9時に小菅講堂前集合）
募集人員　30名　参 加 費　200円（資料代・保険料）
持  ち  物　飲み物・カッパ・タオルなど（歩きやすい格好でご参加ください。）
申込期間　４月２５日（木）～5月19日（日）　〈申込・問い合せ先〉飯山市ふるさと館（☎67-2030）

水
みずなしざわ
梨子沢カタクリ鑑賞会

　（勘介山古墳学習会）

人 権
学習シリーズ

学
校
は
安
全
・
安
心
な
場
所
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
飯
山
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
副
会
長　

関　

保
典

　

学
校
は
、
安
全
・
安
心
な
場
所

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
が
、
振
り
返
っ
て
み
ま

す
と
、
今
年
は
全
国
的
に
大
き
な

人
権
に
関
す
る
事
件
が
、
学
校
内

の
事
件
と
し
て
２
つ
あ
り
ま
し
た
。

１
．
大
津
市
の
い
じ
め
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
自
殺
事
件
。

　

生
徒
の
生
徒
間
に
お
け
る
問
題

解
決
対
応
と
教
師
の
生
徒
管
理
問

題
が
問
わ
れ
ま
し
た
。
い
じ
め
は

い
つ
・
ど
こ
で
起
き
る
か
把
握
が

難
し
い
の
で
す
が
、
結
果
的
に
当

該
生
徒
の
自
殺
と
い
う
報
道
に
日

本
中
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
は
悲

し
い
思
い
を
し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
先
生
方
は
生
徒
の
心

の
動
き
を
的
確
に
敏
速
に
把
握
し
、

校
内
で
協
議
し
な
が
ら
生
徒
が
楽

し
く
勉
学
で
き
る
学
校
に
し
て
ほ

し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

２
．
大
阪
市
の
体
罰
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
自
殺
事
件
。

　

部
活
動
に
お
い
て
、
教
師
が
生

徒
に
体
罰
を
加
え
る
と
い
う
事
件

で
部
活
動
の
指
導
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
ま
し
た
。
体
罰
を
加
え
ら
れ

た
当
該
生
徒
は
自
殺
と
い
う
形
で

尊
い
命
を
喪
い
そ
の
報
道
に
日
本

中
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
は
悲
し

い
思
い
を
し
、
教
師
に
対
す
る
激

し
い
怒
り
を
持
た
れ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
生
徒
が
い
て
、
初

め
て
教
師
の
存
在
が
成
立
す
る
の

で
す
。
教
師
と
生
徒
は
人
格
的
に

対
等
で
あ
り
・
平
等
で
あ
り
、
そ

の
指
導
は
や
さ
し
く
・
丁
寧
で
・

温
か
く
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
学
校
内
で
指
導
方
法
の

研
究
と
い
う
も
の
を
積
み
重
ね
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
指
導
の
名
の
元
に
体

罰
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、
絶
対
に

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
ま

し
て
や
、
生
徒
さ
ん
の
命
が
亡
く

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
他
山
の
石
で

な
く
、
自
分
た
ち
の
問
題
と
し
て

捉
え
、
学
校
の
指
導
の
中
か
ら
体

罰
を
無
く
し
て
ほ
し
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
生
徒
さ
ん
と
保
護
者
の

み
な
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
る
教
師
・

信
頼
さ
れ
る
心
が
出
来
上
が
っ
て
、

安
全
・
安
心
の
学
校
が
見
え
て
く

る
の
で
す
。
日
本
の
教
師
の
み
な

さ
ん
は
、
み
ん
な
立
派
な
人
格
の
持

ち
主
の
方
々
ば
か
り
で
す
。
必
ず
出

来
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
教

師
の
基
本
の
心
は
、
林
芋う

そ
ん
 

村
の
次
の

歌
に
よ
く
に
じ
み
出
て
い
ま
す
。
ご

紹
介
し
ま
す
。

「
深み

ゆ
き雪

せ
る　

野の

じ路
に
小
さ
き
沓く

つ
の

跡あ
と　

わ
れ
こ
そ　

先
に　

行
か
ま

し
も
の
を
」。

　

絶
対
に
暴
力
で
は
、あ
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
飯
山
人

権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、
毎
週

月
曜
日
・
水
曜
日
の
午
前
９
時
～

12
時
ま
で
、
法
務
局
飯
山
支
局
で

人
権
相
談
を
受
け
付
け
て
お
り
ま

す
。

～見て、さわって、体験してみよう！～

交流の歴史と鏡展
▶学校法人文化学園北竜館 50 周年記念展示◀

会　場：飯山市美術館　ギャラリー
◆文化学園と飯山市交流の歴史◆
　現在、文化学園の理事長である大沼淳さんは飯山市
出身で、長年にわたる北竜湖山荘の運営など飯山市に
たいへん貢献されたことから、平成 16 年に飯山市名誉
市民章を受章されました。
　文化学園はこれまで、内山紙を素材とした服飾デザイ
ンやファッションショー、飯山市の伝統工芸の後継者育
成事業を行っており、近年では飯山の魅力を発信する
ための PR 商品開発など、飯山に焦点を当てた活動を広
く展開してきました。
◆新幹線飯山駅開業と未来への発展を願い◆
　こうした長年のご縁があったことと、2015 年に
新幹線飯山駅が開業するという大きな発展を祝し、
今後益々の交流と更なる発展を願って、本企画展が
開催されることとなったのです。

◆展示内容◆
　これまでの活動をパネル展示でご紹介し、地域と
の交流を振り返るものです。また、地域の歴史とし
て小菅地区から発掘された『鏡』と、文化学園服飾
博物館の所蔵品の中から、鏡にまつわる関連資料と
国内外の鏡を展示紹介します。
　宮家ゆかりの手鏡や、江戸時代格式のある家柄の
ものと考えられる鏡・調度品などの他、外国の資料
としてはフランス・アールヌーボー様式の鏡、中国
は漢時代、唐時代の銅鏡などを展示する予定です。
　1 世紀前後から 19 世紀までの国内外の鏡が一同
にそろうというのは、文化学園服飾博物館ならでは
の貴重な資料展示となります。

▶入館料；大人 300 円、市内の小中学生は無料　▶ 休館日：毎週月曜日（月曜日が祭日の場合は翌火曜日が休館）　
主　催 ： 飯山市、飯山市教育委員会、学校法人文化学園 お問合せ：62 －1501飯山市美術館



◇
木
島
地
区
男
女
共
同
参
画
学
習
会

　
３
月
５
日
㈫
木
島
公
民
館
に
お

い
て
コ
ー
チ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
森
田
真
佐
男

先
生
を
講
師
に
「
地
域
や
家
庭
で

活
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」

と
題
し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

人
付
き
合
い
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
、
個
性
の
違
い
を
知
る
こ
と
や

信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
な
ど
大
切

な
こ
と
を
楽
し
く
聞
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

◇
創
作
体
験
学
習
会

　
５
月
12
日
㈰
午
前
９
時
よ
り
木

島
公
民
館
に
お
い
て
小
学
生
を
対

象
に
開
催
し
ま
す
。
中
野
市
日
本

土
人
形
資
料
館
か
ら
講
師
を
招

き
「
土
人
形
絵
付
け
体
験
教
室
」

や
木
の
枝
を
使
っ
て
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
表
札
作
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︻
囲
碁
の
部
︼

優　

勝　

渡
辺　
光
弥

準
優
勝　

宮
崎　
一
夫

３　

位　

畔
上　

挌

︻
将
棋
の
部
︼

優　

勝　
小
池　

正
夫

準
優
勝　

本
山　

柚
月

３　

位　

宮
本　

惣
次

︻
麻
雀
の
部
︼

優　

勝　

斉
藤　

秀
樹

準
優
勝　

石
沢　

勝
世

３　

位　

金
子　

虎
一

ブ
ー
ビ
ー
賞　
江
口　

和
夫

ブ
ー
ビ
ー
メ
ー
カ
ー
賞　

米
持　
五
郎

◇
春
休
み
親
子
料
理
教
室

　
３
月
22
日
㈮
に
管
理
栄
養
士
の

宮
内
先
生
と
保
健
師
の
中
田
先

生
に
よ
る
親
子
料
理
教
室
を
開

催
し
、
13
名
が
参
加
し
ド
ラ
イ
カ

レ
ー
と
サ
ラ
ダ
、
デ
ザ
ー
ト
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

料
理
講
習
の
後
は
、
歯
の
健
康

に
つ
い
て
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

◇
総
会
開
催

　

３
月
10
日
㈰
総
会
が
開
催
さ

れ
、
24
年
度
の
事
業
報
告
及
び
決

算
と
25
年
度
の
事
業
計
画
な
ら
び

に
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
太
田
公
民
館
ひ
な
ま
つ
り

　
２
月
20
日
㈬
か
ら
３
月
20
日
㈬

ま
で
太
田
公
民
館
ひ
な
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
し
た
。
土
雛
や
藤
娘
な

ど
懐
か
し
い
物
か
ら
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
の
お
ひ
な
様
を
展
示
し
大

勢
の
方
に
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
太
田
公
民
館
桜
ま
つ
り

　
４
月
20
日
㈯
か
ら
５
月
６
日
㈪

ま
で
ふ
れ
あ
い
広
場
に
お
い
て
夜

間
照
明
実
施
し
「
太
田
地
区
桜
ま

つ
り
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
詳
細
は
発
行
の
チ
ラ
シ
又
は
、
活

性
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
４
５
７
９
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
大
会
結
果

　

３
月
10
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
人
権
同
和
学
習
会

　
３
月
９
日
㈯
に
人
権
啓
発
ビ
デ

オ
上
映
会
を
行
い
ま
し
た
。
公
民

館
関
係
の
役
職
員
が
視
聴
し
、
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

◇
春
の
利
き
そ
ば
会

　
３
月
17
日
㈰
外
様
公
民
館
で
春

の
利
き
そ
ば
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
そ
ば
粉
を
使
い
、
外
様

の
名
人
た
ち
が
腕
を
振
る
う
利
き

そ
ば
会
。
打
ち
手
ご
と
に
流
儀
も

違
い
、
飯
山
で
お
馴
染
み
の
オ
ヤ
マ

ボ
ク
チ
を
つ
な
ぎ
に
使
っ
た
そ
ば
だ

け
で
な
く
、一
般
的
な
二
八
そ
ば
や
、

中
越
地
方
の
「
へ
ぎ
そ
ば
」
で
有
名

な
布
海
苔
を
使
っ
た
そ
ば
も
お
目

見
え
し
、
参
加
者
は
味
も
見
た
目

も
様
々
な
そ
ば
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
そ
ば
の
ほ
か
に
ふ
き
の

　

優　

勝　

松
村 

翔
太
（
福
島
）

一
般
の
部

　

優　

勝　
小
林 

盛
志
（
柏
尾
）

︻
オ
セ
ロ
︼　

子
ど
も
の
部　

　

優　

勝　

金
井 

裕
夢
（
神
戸
）

一
般
の
部　

　

優　

勝　

達
家 

衿
香
（
神
戸
）

◇
富
倉
山
菜
ま
つ
り

　
５
月
12
日
㈰
午
前
８
時
か
ら
午

後
２
時
ま
で
、
地
元
企
業
や
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
達
の
協
力
を
得

て
、
山
菜
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

山
菜
を
は
じ
め
、
伝
統
料
理
の

笹
寿
司
や
富
倉
そ
ば
な
ど
も
販
売

し
、
２
年
後
に
せ
ま
っ
た
新
幹
線

飯
山
駅
開
業
時
に
観
光
客
に
対
す

る
「
食
の
提
供
」
と
し
て
活
用
で

き
れ
ば
、
地
域
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
っ
て
い
く
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

と
う
の
天
ぷ
ら
も
用
意
さ
れ
、
少

し
早
い
春
の
味
覚
に
も
触
れ
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

◇
外
様
地
区
人
権
学
習
会

　
利
き
そ
ば
会
と
同
時
開
催
で
、

人
権
同
和
推
進
協
議
会
外
様
地

区
推
進
委
員
会
と
共
催
の
人
権

学
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
タ
ン

ザ
ニ
ア
出
身
・
飯
綱
町
在
住
の
小

林
フ
ィ
デ
ア
さ
ん
に
は
、
ご
自
身

の
経
験
を
元
に
、
母
国
タ
ン
ザ
ニ

ア
の
紹
介
や
来
日
し
た
と
き
の
外

国
人
差
別
の
問
題
、
日
本
の
家
族

と
の
絆
や
義
母
の
介
護
の
お
話
な

ど
、
幅
広
い
テ
ー
マ
で
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

大
き
く
頷
き
な
が
ら
フ
ィ
デ
ア
さ

ん
の
お
話
を
聞
い
た
り
、
と
き
に

は
そ
の
楽
し
い
語
り
口
に
笑
い
声

も
上
が
っ
た
り
と
、
非
常
に
有
意

義
な
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

◇
電
動
車
イ
ス
の
安
全
運
転
講
習
会

　
５
月
19
日
㈰
午
前
９
時
30
分
よ

り
木
島
公
民
館
に
お
い
て
実
技
指

導
等
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
交

通
ル
ー
ル
を
正
し
く
学
び
、
交
通

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し

く
は
木
島
公
民
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇「
第
61
回
瑞
穂
地
区
楽
し
い
集
い
」

　
３
月
10
日
㈰
、
恒
例
の
「
楽
し

い
集
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
東

小
学
校
体
育
館
で
は
ピ
ン
ポ
ン
大

会
を
、瑞
穂
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
は
囲
碁
・
将
棋
・
麻
雀
・
オ
セ

ロ
大
会
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会

場
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

︻
ピ
ン
ポ
ン
大
会
︼

子
ど
も
の
部　

　

優　

勝　

関
沢
ａ

　

準
優
勝　

関
沢
ｂ

　

第
３
位　

戸
那
子

一
般
の
部　
　

　

優　

勝　

戸
那
子

　

準
優
勝　

関
沢
Ｃ

　

第
３
位　

柏
尾
Ａ

︻
囲　

碁
︼

　

優　

勝　

広
瀬 

守
（
小
菅
）

︻
麻　

雀
︼

　

優　

勝　
大
平 

孝
一（
関
沢
）

︻
将　

棋
︼　

子
ど
も
の
部　
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白熱しました！！

◇
囲
碁
・
将
棋
・
オ
セ
ロ
・
麻
雀
・

卓
球
大
会

　
３
月
31
日
㈰
、
活
性
化
セ
ン
タ

ー
に
て
開
催
さ
れ
、
昨
年
よ
り
多

く
参
加
が
あ
り
、
熱
戦
が
繰
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

︻
囲　

碁
︼

優　

勝　

稲
崎 

実
（
上
野
区
）

︻
将　

棋
︼

優　

勝　

芦
澤 

一
義（
柳
新
田
区
）

︻
オ
セ
ロ
︼

優　

勝　

髙
橋 

憩
（
上
水
沢
区
）

︻
麻　

雀
︼　

優　

勝　
上
原 

正
行
（
戸
狩
区
）

︻
卓　

球
Ａ
男
子
︼

優　

勝　

峰
村 

勇
（
戸
狩
区
）

︻
卓　

球
Ａ
女
子
︼

優　

勝　

峰
村 

り
う
子（
戸
狩
区
）

︻
卓　

球
︼

特
別
賞　

清
水 

芽
依
（
小
沼
区
）

◇
寺
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ
の
開
催

　
春
の
芽
吹
き
を
み
な
が
ら
ハ
イ

キ
ン
グ
を
し
、
城
下
町
飯
山
と
し

て
寺
の
歴
史
、
現
在
の
町
並
み
を

再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。（
詳
細

に
つ
い
て
は
、
飯
山
地
区
内
に
チ
ラ

シ
を
新
聞
折
り
込
み
を
し
ま
す
。）

期　
　
日　
５
月
12
日
㈰
予
定

集
合
場
所　

飯
山
市
公
民
館

◇
水
梨
子
沢
カ
タ
ク
リ
鑑
賞
会
・

　
　
　
　
勘
介
山
古
墳
学
習
会

　
４
月
28
日
㈰
午
前
10
時
か
ら
開
催

し
ま
す
。
カ
タ
ク
リ
の
群
生
や
多

く
の
山
野
草
を
見
て
、
秋
津
の
自

然
と
宝
物
を
再
発
見
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
も
飯
山
市
公
民
館
と
の
共
催

事
業
と
し
て
計
画
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
38
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
25
年
度
老
燃
教
室
開
講

　
４
月
９
日
よ
り
25
年
度
老
燃

教
が
開
講
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、「
老
い
て
さ
ら
に

元
気
に
燃
え
上
が
る
」
を
基
本
目

標
と
し
て
、
飯
山
市
公
民
館
を
会

場
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
共
催
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

講
座
内
容
は
、
講
話
・
歌
・
体

操
・
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
・

ダ
ン
ス
・
茶
話
会
等
と
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
途
中
か
ら
の
参
加
も

可
能
で
す
の
で
、
一
度
参
加
し
て

見
て
下
さ
い
。

　

今
後
の
開
催
日
（
毎
回
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分
）
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

︻
前　

期
︼

　
４
／
23
㈰
、５
／
14
㈫
、28
㈫
、

６
／
11
㈫
、
25
㈫
、
７
／
９
㈫
、

23
㈫

︻
後　

期
︼

　

８
／
27
㈫
、
９
／
10
㈫　

24

㈫
、
10
／
８
㈫
、
22
㈫
、
11
／

12
㈫
、
26
㈬

外

様

常

盤

富

倉

岡

山

世界に１つだけの土人形を作ってみませんか？

瑞

穂

抜群においしかったです！！

イベントも大人気！

城下町飯山を再発見してみませんか？

秋

津

飯

山

太

田

木

島

それぞれの味を楽しみました。

かわいらしい「おひなさん」

真剣です！！
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開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金9：30～18：00
　　　　　  土・日9：30～17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館
ニュース

５/１ 水 移動図書館車③コース
２ 木 10:30絵本とわらべうたの会
３ 金 休館日（祝日）
４ 土 休館日（祝日）
５ 日 休館日（祝日）
６ 月 休館日
７ 火
８ 水 移動図書館車①コース
９ 木 10:30絵本とわらべうたの会
10 金 移動図書館車④コース
11 土
12 日 10:00ブックスタート
13 月 休館日
14 火
15 水 移動図書館車③コース
16 木 10:30絵本とわらべうたの会
17 金 移動図書館車②コース
18 土
19 日 10:30 おはなしひろば
20 月 休館日
21 火
22 水 移動図書館車①コース
23 木 10:30絵本とわらべうたの会
24 金 移動図書館車④コース
25 土
26 日 10:30 おはなしひろば
27 月 休館日
28 火
29 水 移動図書館車③コース
30 木 10:30絵本とわらべうたの会
31 金 移動図書館車②コース

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

旬の本・話題の本・意外な本
よ
み
も
の

哲
学
の
ヒ
ン
ト

松
下
幸
之
助
成
功
の
金
言
３
６
５

3.

11
を
心
に
刻
ん
で

幼
児
教
育
と
脳

地
域
食
材
大
百
科

近
代
技
術
の
日
本
的
展
開

天
声
人
語
２
０
１
２
冬

父 

水
上
勉

文
明
の
渚

し
あ
わ
せ
の
授
業

藤
田 
正
勝 

松
下 

幸
之
助

岩
波
書
店
編
集
部

沢
口 

俊
之

農
山
漁
村
文
化
協
会

中
岡 

哲
郎

朝
日
新
聞
論
説
委
員
室

窪
島 

誠
一
郎

池
澤 

夏
樹

里
村 

良
一

生
活
・
社
会
・
趣
味

地
図
を
つ
く
っ
た
男
た
ち

　
著
者　
山
岡
光
治

　
発
行　
㈱
原
書
房

　
刊
行　
平
成
24
年
12
月

　伊能忠敬の地図以降、明治に地図
測量にはどんな物語があったのか。
日本水準原点（標高）や河川工事計
画に必要な量水標（水位標）。
　東京府下、最初の三角点標石は皇
居富士見櫓にあったなど、なかなか
知ることがない地図測量技術につい
ての歴史。

変一
路　
上
・
下

正
義
の
セ　
（
1
）

想
像
ラ
ジ
オ

世
界
か
ら
猫
が
消
え
た
な
ら

蘭
陵
王
の
恋

桜
ほ
う
さ
ら

憤
死

天
翔
る

女
神
の
噓

私
の
嫌
い
な
探
偵

莫

言

浅
田 

次
郎

阿
川 

佐
和
子

い
と
う 

せ
い
こ
う

川
村 

元
気

平
岩 

弓
枝

宮
部 

み
ゆ
き

綿
矢 

り
さ

村
山 

由
佳

井
上 

尚
登

東
川 

篤
哉

新 着 図 書 案 内

文
庫

ア
ウ
ト
ロ
ー　
上
・
下

護
り
と
裏
切
り　
上
・
下

真
夜
中
の
パ
ン
屋
さ
ん　
２・３

リ
ー　
チ
ャ
イ
ル
ド

ア
ン　
ペ
リ
ー

大
沼 

紀
子

飯
山
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
策
定
委
員
の

　
募
集
を
し
ま
す
。

　
募
集
を
し
ま
す
。

3
月
号
の
図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

で
も
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
が
、

４
月
16
日
（
火
）
か
ら
26
日
（
金
）

ま
で
の
11
日
間
は
蔵
書
整
理
作
業

の
た
め
休
館
と
な
り
ま
す
。　
　

　

休
館
中
の
本
の
返
却
は
、
返
却

ポ
ス
ト
に
お
願
い
し
ま
す
。
返
却

ポ
ス
ト
は
、
公
民
館
側
か
ら
の
通

路
部
分
と
正
面
玄
関
ス
ロ
ー
プ
付

近
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ

Ｄ
は
、
返
却
ポ
ス
ト
で
す
と
ケ
ー

ス
が
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、

市
公
民
館
へ
返
却
を
お
願
い
し
ま

す
。 蔵

書
整
理
休
館
中
の

本
な
ど
の
返
却
の
お
願
い

郷
土

奥
信
濃
文
化

千
曲
川

飯
山
市
ふ
る
さ
と
館
友
の
会

飯
水
教
育
会
自
然
調
査
研
究
委
員
会

平
成
25
年
度
市
立
飯
山
図
書
館
運
営
方
針

　
基
本
目
標　
「
知
」
の
情
報
拠
点
と
し
て

　
　
　
　
　
　
市
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書
館

１　

情
報
拠
点
と
し
て
の　
　

　
　
機
能
・
資
料
の
充
実

（
１
）
図
書
館
書
館
本
来
の
機
能

　
　

充
実

　
・
市
民
の
方
に
自
己
や
地
域

　
　

等
の
課
題
解
決
に
役
立
て

　
　

て
い
た
だ
く
た
め
の
学
習     

　
　

資
料
や
情
報
提
供
を
行
い

　
　
ま
す
。

　
・
市
民
が
求
め
て
い
る
要
望
に

　
　

十
分
か
つ
的
確
に
応
え
る

　
　
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
積
極

　
　

的
な
情
報
収
集
を
行
い
ま

　
　
す
。

（
２
）
特
徴
的
な
資
料
充
実

　
・
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
を
見

　
　

据
え
、
地
域
の
自
然・歴
史・

　
　

文
化
等
の
郷
土
資
料
や
情

　
　

報
収
集
を
積
極
的
に
行
い
、

　
　

情
報
発
信
し
ま
す
。

・ 

当
館
の
特
徴
で
あ
る
雪
・
紙

　
　

に
関
わ
る
資
料
を
引
き
続

　
　
き
積
極
的
に
収
集
し
ま
す
。

（
３
）
他
施
設
と
の
連
携

・ 

ふ
る
さ
と
館
な
ど
他
館
と
の

　
　

連
携
を
行
い
、
所
蔵
資
料
の

　
　

共
有
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り

　
　

情
報
発
信
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

　
　

機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

２　

発
達
段
階
に
応
じ
た
読
書

　
　
活
動
の
普
及
・
啓
発

（
１
）
図
書
館
や
本
に
親
し
む　

　
　
心
の
育
成

・  

乳
幼
児
、児
童
、学
生
、成
人
、

　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達
段
階
に
お

　
　
い
て
、豊
か
な
精
神
を
育
み
、

　
　

知
性
を
鍛
え
る
読
書
の
良

　
　
さ
や
大
切
さ
を
、
催
し
・
掲

　
　

示
物
な
ど
を
通
じ
て
啓
発
し

　
　
ま
す
。

・ 

保
護
者
に
対
し
て
定
期
的
な

　
　

行
事
、
講
座
な
ど
の
機
会
を

　
　

通
じ
て
、
子
育
て
に
お
け
る

　
　

読
書
や
本
の
大
切
さ
を
伝

　
　

え
な
が
ら
、
家
庭
で
の
読
書

　
　

活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

（
２
）
他
施
設
へ
の
支
援
、
ボ
ラ
ン

　
　
テ
ィ
ア
と
の
連
携

・ 

保
育
園
、
小
中
学
校
図
書

　
　

館
へ
の
図
書
の
貸
し
出
し
に

　
　
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
本
に

　
　

ふ
れ
あ
う
き
っ
か
け
づ
く
り

　
　
や
調
べ
も
の
学
習
を
側
面
的

　
　
に
支
援
し
ま
す
。

・ 

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　

相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

　
　

築
し
、
読
み
聞
か
せ
講
座
の

　
　

開
催
な
ど
に
よ
り
、
活
動
を

　
　

支
援
し
ま
す
。

（
３
）
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進

　
・
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

　
　

画
を
策
定
し
、
子
ど
も
の
自

　
　

主
的
な
読
書
活
動
を
よ
り
一

　
　

層
推
進
し
ま
す
。

３　

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
、

　
　

市
民
と
の
協
働
に
よ
る
図

　
　
書
館
運
営

（
１
）
利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
応

　
　
対

・ 

明
る
い
挨
拶
や
相
談
業
務

　
　

を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
う
こ
と

　
　
に
よ
り
、
気
軽
に
図
書
館
を

　
　

利
用
い
た
だ
け
る
雰
囲
気
を

　
　

醸
成
し
、
親
し
み
や
す
い
環

　
　

境
整
備
に
配
慮
し
ま
す
。

（
２
）
市
民
参
加
に
よ
る
図
書
館

　
　

運
営

　
・
図
書
館
運
営
に
関
わ
る
ボ

　
　
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
図
り

　
　
ま
す
。

　

市
（
図
書
館
）
で
は
、
本
年
度

「
飯
山
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
」の
策
定
を
行
い
ま
す
の
で
、

策
定
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
く
委
員

を
公
募
し
ま
す
。

　

図
書
館
活
動
や
子
ど
も
の
読

書
活
動
に
熱
心
な
方
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
公
募
委
員
数 　

1
名

　

公
募
期
間　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

4
月
20
日
～
5
月
10
日

　

申
込
書
提
出
先

　
　
　

市
立
飯
山
図
書
館

　

○
応
募
資
格　

①
飯
山
市
に
住
民
登
録
し
て
い
る
２０
歳
以

　
上
の
方　

②
現
に
飯
山
市
の
他
の
審
議
会
等
の
公
募

　

委
員
で
な
い
方　

③
飯
山
市
の
職
員
及
び
議
員
で
な
い
方

④
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

○
応
募
用
紙
等

　

図
書
館
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
入

　
手
で
き
ま
す
。

○
選
考
方
法　

提
出
さ
れ
た
﹃
応
募
申
込

　

書
﹄
に
よ
り
、
選
考
を
行
い
ま
す
。

○
そ
の
他

　

会
議
の
回
数
は
、
約
4
回
予
定
し
て
い

　
ま
す
。

　

報
酬
等
は
、
会
議
の
出
席
に
応
じ
市
が

　

定
め
る
額

　

図
書
館
に
は
、
約
11
万
6
千

冊
の
図
書
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
全

て
に
図
書
を
管
理
す
る
た
め
の
バ

ー
コ
ー
ド
シ
ー
ル
と
分
類
番
号
シ

ー
ル
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。

　

今
回
返
却
ポ
ス
ト
に
返
却
さ
れ

た
本
の
中
に
、
そ
の
バ
ー
コ
ー
ド

シ
ー
ル
と
分
類
番
号
シ
ー
ル
が
切

り
取
ら
れ
て
い
る
本
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
絶

対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
は
市
民
共
有
の
財
産

で
す
の
で
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
大
切
に
扱
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

バーコードシールと分類番号シールが切り取られていた本

本
が
、
か
わ
い
そ
う
で
す
。

昨
年
度
中
に
多
く

読
ま
れ
た
本
な
ど

☆
貸
出
回
数
が
多
か
っ
た
本　

 　
　
38
回
　

　
　
　
１
Ｑ
８
４
（
１
）

　
　

 

27
回　
　

　
　
　
サ
フ
ァ
イ
ア     　
　

　
　
　
１
Ｑ
８
４
（
３
）

 　
　
24
回

　
　
　
花
の
鎖

　
　

 

23
回

　
　
　
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟 　

　
　
　
ヒ
ア
・
カ
ム
ズ
・
ザ
・
サ
ン 

　
　
　
麒
麟
の
翼

 　
　
22
回　
　
　

　
　
　
ば
ん
ば
憑
き　
　
　
　

　
　
　
夜
鳴
き
め
し
屋　
　

　
　
　
プ
ラ
チ
ナ
デ
ー
タ

 　
　
21
回

　
　
　
奈
落
の
顔

　
　
　
お
ま
え
さ
ん　
上

　
　
　
真
夏
の
方
程
式

　
　
　
他　
　
　

☆
予
約
回
数
が
多
か
っ
た
本

 　
　
16
回　

　
　
　
ナ
ミ
ヤ
雑
貨
店
の
奇
蹟

　
　

 

15
回

　
　
　
ソ
ロ
モ
ン
の
偽
証
（
１
）　

　
　

 

13
回

　
　
　
舟
を
編
む

　
　

 

12
回

　
　
　
三
匹
の
お
っ
さ
ん 

ふ
た
た
び

　
　
　
神
様
の
カ
ル
テ
（
３
）

バーコードシールと分類番号シールを貼った後の本


